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─────────────────────────────────────────── 

令和２年 第１回 高 千 穂 町 議 会 定 例 会 会 議 録（第４日） 

                             令和２年３月19日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第４号） 

                         令和２年３月19日 午後１時30分開議 

 日程第１ 議案第12号 令和２年度高千穂町一般会計予算 

 日程第２ 議案第１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例の制定について 

 日程第３ 議案第２号 高千穂町附属機関設置条例の制定について 

 日程第４ 議案第14号 令和２年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算 

 日程第５ 議案第15号 令和２年度高千穂町下水道事業特別会計予算 

 日程第６ 議案第20号 令和２年度高千穂町水道事業会計予算 

 日程第７ 議案第22号 延岡市との定住自立圏形成協定の一部変更について 

 日程第８ 議案第３号 高千穂町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第４号 高千穂町国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第10 議案第13号 令和２年度高千穂町国民健康保険特別会計予算 

 日程第11 議案第16号 令和２年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算 

 日程第12 議案第17号 令和２年度高千穂町介護保険特別会計予算 

 日程第13 議案第18号 令和２年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第14 議案第19号 令和２年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算 

 日程第15 発委第１号 防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策事業等の期間延長を

求める意見書について 

 日程第16 閉会中の継続調査の申し出について 

 日程第17 議員派遣調査報告について 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 議案第12号 令和２年度高千穂町一般会計予算 

 日程第２ 議案第１号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例の制定について 

 日程第３ 議案第２号 高千穂町附属機関設置条例の制定について 

 日程第４ 議案第14号 令和２年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算 
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 日程第５ 議案第15号 令和２年度高千穂町下水道事業特別会計予算 

 日程第６ 議案第20号 令和２年度高千穂町水道事業会計予算 

 日程第７ 議案第22号 延岡市との定住自立圏形成協定の一部変更について 

 日程第８ 議案第３号 高千穂町国民健康保険税条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第４号 高千穂町国民健康保険条例の一部改正について 

 日程第10 議案第13号 令和２年度高千穂町国民健康保険特別会計予算 

 日程第11 議案第16号 令和２年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算 

 日程第12 議案第17号 令和２年度高千穂町介護保険特別会計予算 

 日程第13 議案第18号 令和２年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第14 議案第19号 令和２年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算 

 日程第15 発委第１号 防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策事業等の期間延長を

求める意見書について 

 日程第16 閉会中の継続調査の申し出について 

 日程第17 議員派遣調査報告について 

────────────────────────────── 

出席議員（13名） 

１番 佐藤さつき議員        ２番 板倉 哲男議員 

３番 磯貝 助夫議員        ５番 安在 昭則議員 

６番 本願 和茂議員        ７番 中島 早苗議員 

８番 馬原 英治議員        ９番 佐藤 久生議員 

10番 坂本 弘明議員        11番 工藤 博志議員 

12番 富髙健一郎議員        13番 富髙 友子議員 

14番 佐藤 定信議員                   

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局長 甲斐 順生         書記 佐藤健次郎 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 甲斐 宗之    副町長 ………………… 藤本 昭人 

教育長 ………………… 濵田 琢一    総務課長 ……………… 石渕 敦司 
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財政課長 ……………… 佐藤 英次    税務課長 ……………… 須藤 浩文 

町民生活課長 ………… 興梠 晶彦    企画観光課長 ………… 山下 正弘 

福祉保険課長 ………… 有藤 寿満                      

農林振興課長兼農業委員会事務局長 ……………………………………… 甲斐  徹 

農地整備課長 ………… 佐藤 峰史    建設課長 ……………… 佐藤 雄二 

会計管理者 …………… 興梠 貴俊    病院事務長 …………… 戸髙 雄司 

保健福祉総合センター事務長 ……………………………………………… 林  謙一 

上下水道課長 ………… 江藤 良一                      

教育委員会次長兼教育総務課長 …………………………………………… 河内 晴彦 

監査委員 ……………… 中尾 清美                      

────────────────────────────── 

午後１時30分開議 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  皆様こんにちは。御起立をお願いいたします。一同礼。 

〔起立・礼〕 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御着席ください。 

○議長（工藤 博志議員）  これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１２号 

○議長（工藤 博志議員）  初めに、日程第１、議案第１２号、令和２年度高千穂町一般会計予算

についてを議題とします。 

 本案について、一般会計予算審査特別委員長の報告を求めます。委員長、坂本弘明議員、登壇

願います。 

○予算審査特別委員長（坂本 弘明議員）  高千穂町議会会議規則第４１条の規定により、下記の

とおり報告いたします。 

 令和２年第１回高千穂町議会定例会、３月６日の本会議において、本特別委員会に付託されま

した議案第１２号、令和２年度高千穂町一般会計歳入歳出予算についての審査が終了しましたの

で、その経過と結果を報告いたします。 

 本議案を審査するにあたっては、３月１０日、１１日、１２日の３日間で各課・施設ごとの審

査を行い、１７日に委員会採決、附帯意見の集約を行いました。審査にあたっては令和２年度の

収入見込み内容、支出においてはどのような行政サービスを行い、福祉の向上とともに、本町産

業・経済を発展・活性化させるための政策に着眼し、審査を行いました。 
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 令和２年度高千穂町一般会計予算は、前年度比６.９％、５億９,０００万円増の９０億

９,０００万円で、議案上程されました。 

 町債８８.２％増の１２億７,９８０万円は、令和２年度の事業量の多さをあらわしています。 

 歳入は、４０.５％を占める地方交付税が前年比３.６％増の３６億８,５９６万５,０００円、

また自主財源にあたる町税が０.７％増の１０億１,７０７万２,０００円、国庫・県支出金とも

に減額が見込まれ、繰入金が前年比２.９％減の２億４,７０６万８,０００円などとなっていま

す。 

 歳出では、総務費の４５.５％増、商工費の１０.９％増が大きく、本町の令和２年度事業の中

で、防災行政無線のデジタル化や会計年度任用職員制度開始による人件費の増、また町制施行

１００周年事業や台湾花蓮市姉妹都市盟約記念レセプションなど、各種イベントが数多く盛り込

まれており、これはある意味で活発に町政が動いていることをあらわしています。なお、今回も

昨年度の予算審査特別委員会の附帯意見に対し、各課・施設より報告書が添付され、それぞれに

協議検討を重ね、実施したとの回答をいただき、感謝申し上げます。 

 今回、附帯意見についての協議を行った結果、次のように決定いたしましたので報告いたしま

す。 

 なお、会議短縮のため、配付の資料をごらんください。 

  

〔 下記の付帯意見について、会議短縮のため、議場での報告を省略 〕 

 

議案第１２号「令和２年度高千穂町一般会計予算」に対する付帯意見 

【総務産業分科会】 

財政課(総合政策室）  

１． 世界農業遺産・ユネスコエコパークに特化した商品開発に取り組み、本町発展につなげ

ること。 

２． ふるさと納税については、やる気のある専属職員を確保し、寄付額の増につなげること。 

農地整備課 

１． 高齢化の影響で、土地改良の運営は今後存続困難が予想されるが、集落の活性化に向け

た農地保全に引き続き努めること。 

２． 今後も国・県の有利な事業を確保し、積極的に計画採択に取り組むこと。 

企画観光課 

１． 施行100周年記念イベントの成功に向け、広く町民の協力参加に取り組むこと。 

２． 業務委託料が増額傾向になっているが、慎重に業者を選択し、入札契約を行うこと。 
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３． 施設検討委員会の円滑な運営に努め、確実に町民に周知し、理解を得ること。 

農林振興課 

１． 森林業の普及発展のため、森林環境譲与税を有効に活用すること。 

２． 補助事業については、町民への情報周知を徹底して行うこと。 

３． 有害鳥獣被害防止対策については、支援対策等、効果検証を継続して行うこと。 

総務課 

１． 防災行政無線のデジタル化については、町民に親切丁寧な説明と協力をお願いすること。 

２． 窓口業務については、民間からの講師を迎え、定期的に接遇研修をする等、町民目線の

対応に努めること。 

建設課 

１． 今後も町民の要望に迅速に対応できるよう、十分な予算の確保に努めること。 

２． 三田井・岩戸地区のまちづくり事業に対しては、引き続き地域住民の意見を聞きながら

実効性のあるまちづくりに取り組むこと。 

税務課 

１． 税徴収に日々努力されていることは評価できるが、更なる固定資産税等の徴収率アップ

に努めること。 

２． 税収納は口座振替を推進すること。 

会計課 

１． 宮崎銀行の派出手数料については、十分協議すること。 

 

【文教厚生常任委員会】 

福祉保険課 

１． 高千穂産婦人科診療所運営費補助金が、これ以上増加しないように引き続き運営方針に

ついて診療所と協議すること。 

２． 公立病院運営共同調査研究業務委託については、職員で対応可能な作業は引き続き３町

で行い、委託費の抑制に努めること。また調査研究の進捗状況は、定期的に特別委員会

に報告を行うこと。 

教育委員会 

１． 中学校の統合について苦慮していることは十分理解できるが、多感な時期の子供たちの

ためにも早期の実現に向け引き続き、保護者・地域へ理解を求めること。 

２． 育英資金滞納者には、これまで以上に毅然とした態度で償還を催告するとともに、引き

続き滞納者に見合った、返済計画や相談を行うこと。 
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保健福祉総合センター 

１． 各種検診の受診率アップに向けた啓発活動や、取り組みについては高く評価できる。今

後も活動を継続し、医療費削減につなげること。 

２． ふれあい給食サービス利用者は、過疎化・高齢化が進むにつれて増加が見込まれるため、

社協などの関係機関と連携を図り、円滑に事業を推進すること。 

町民生活課 

１． マイナンバーカード交付円滑化計画に沿って、積極的に交付に取り組み普及率アップに

つなげること。 

２． 合併浄化槽維持管理費の補助金については、町単独では困難と試算されている。町民の

負担を軽減するためにも、制度改正も含めて県や国へ引き続き要望すること。 

 

〔 以上、議場での報告を省略 〕 

 

各課・施設におかれましては、再度御検討をお願いします。 

 なお、審査の中で、予算の積算についての説明不足や誤字、不適切な答弁があり、所管の課長

は事前に緊張感を持って審査に臨まれるよう申し添えておきます。 

 以上、審査を終了し、討論なく採決の結果、議案第１２号、令和２年度高千穂町一般会計予算

は、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 本年１月に発生したコロナウイルス感染者数は、現在も世界各地で拡大しています。この非常

事態において、世界経済の低迷はもちろんのこと、本町経済も全般にわたって下降しています。 

 令和２年度での町制施行１００周年事業や、数々のイベントはこの危機的状況のもとで開催す

るわけですが、感染症の拡大次第では、事前の中止や縮小といったことも考えられます。 

 既に、町民の間からは「公務員はこんなときにいいな」とうらやむ声が聞かれ始めましたが、

職員も現状に至る以前より、各課で率先して町の飲食店を利用していただいているようです。 

 町民に寄り添うということが、２年度の町政にとってプラスになることを強く希望するととも

に、事業執行にあたっては町民一人一人の血税であることをしっかりと受けとめられて、慎重か

つ温かみを持って執行していただくとともに、コロナウイルス感染の早期の終息を願いたいもの

です。 

 以上、令和２年度一般会計予算審査特別委員会の審査報告といたします。 

 令和２年度一般会会計予算審査特別委員会委員長、坂本弘明。 

○議長（工藤 博志議員）  以上で、一般会計予算審査特別委員長の報告が終わりました。 

 ここでお諮りします。ただいまの委員長報告の質疑については、議長を除く全議員が委員とな
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っておりますので、質疑は省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。 

 したがって、ただいまの委員長報告に対する質疑につきましては、省略することに決定しまし

た。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１２号に対する委員長の報告は、附帯意見を付して可決すべ

きものと決した旨の報告でありました。よって、議案第１２号について、委員長報告のとおり決

定することに賛成の方は御起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立全員であります。 

 したがって、議案第１２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 ここでお諮りします。ただいまの議決をもって、令和２年度一般会計予算審査特別委員会の設

置目的の審査が全て終わりましたので、本日をもって終了することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。 

 よって、特別委員会は本日をもって終了することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第１号 

日程第３．議案第２号 

日程第４．議案第１４号 

日程第５．議案第１５号 

日程第６．議案第２０号 

日程第７．議案第２２号 

 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第２、議案第１号から日程第７、議案第２２号までの６件

を一括議題とします。 

 初めに、この議案６件について総務産業常任委員長の報告を求めます。 

 なお、報告はお手元に配付してあります委員長報告書にて報告といたします。 
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〔 以下、中島早苗 総務産業常任委員長 報告 （時間短縮のため書面配布による報告）〕 

 

 令和２年度第１回高千穂町議会定例会、本会議初日の３月６日に総務産業常任委員会へ付託さ

れました議案６件について、審査を終了しましたので高千穂町会議規則第４１条の規定により、

経過とその結果を報告いたします。 

 ３月６日、中会議室において総務課所管、議案１号、議案２号、上下水道課所管、議案１４号、

議案１５号、議案２０号、財政課所管、議案２２号の６件の審査を課長、担当職員出席のもと行

いました。 

 総務課所管の議案第１号「地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関

係条例の整備に関する条例の制定について」は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する

法律の施行に伴い、本年４月１日より会計年度任用職員制度を運用するにあたり、関係する

１１の条例の一部改正が必要でありこれらを整備する条例を制定するものです。 

 質疑：会計年度任用職員に育児休業や産休は適用されるのですか。 

 答弁：無給扱いです。 

 質疑：公務の旅費は会計年度任用職員にも支給されるのですか。 

 答弁：支給されます。 

 委員会の意見として、今年度から実施される会計年度任用職員制度がスムーズに移行され、こ

れからも格差の是正に努力して頂くことを要望します。 

 審査を終了し討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第２号「高千穂町附属機関設置条例の制定について」。 

 本町には、条例でなく要綱、規程等で設置している附属機関があり、今回本条例を制定して改

めて附属機関として定めるものです。これは会計年度任用職員制度に伴い法律や条例に定められ

ていない非常勤職員や特別職非常勤の公務災害補償に対して、地方公務員の現行通りの災害補償

が受けられるようにするための制定です。 

 質疑：国からの指導によるものですか。 

 答弁：町独自の事業で指導があったわけではありません。 

 委員会の意見として、本町の付属機関は、町民参加の委員会なので参加者の安心安全を確保す

ることは大切です。宮崎県においても条例制定しているところは少ないと聞きました。これから

もこういったことに、前向きに取り組んでいただきたいと思います。 

 審査を終了し討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 続いて、上下水道課所管、議案第１４号「令和２年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算」の

審査を行いました。 
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 令和２年度の事業概要は、組合数２６組合、簡易水道給水人口４，６８６人、年間有収水量

４９６，６６２立方メートルです。歳入歳出予算総額は９，２８８万６，０００円で、歳入は使

用料６，１７０万円で、一般会計繰入金３０６万６，０００円が主なものです。歳出は、衛生費

の簡易水道維持管理費が８，８７４万９，０００円で会計年度任用職員新規雇用による２３１万

２，０００円。国からの要請で、令和２年度を初年度として令和５年度までに、簡易水道事業特

別会計と下水道事業特別会計を特別会計から企業会計に移行するにあたり、マッピングシステム

構築等の委託料２，３１８万９，０００円、施設改修費７７５万円の工事請負費、維持管理費負

担金、施設工事補助金等の９６４万８，０００円等が主なもので、前年度比１７．６％の１，

３２６万円の増となっています。以上の説明を受け質疑に移りました。 

 質疑：令和５年度までに企業会計に移行するとのことですが、２６施設以外の残りの施設は、

５年度までに統合できるのですか。 

 答弁：統合しないまま企業会計に組み入れることになると思います。 

 質疑：「供用開始した時点で上水道に加入したいと言ったが、水道法等があり営農飲雑の補助

事業を使った工事では、数年は加入できないと言われた」と聞いたのですが、国が示し

た事業に対し、加入したいのに加入できないのはおかしいのではないですか。 

 答弁：加入したいとの要望があるのは聞いていますが、工事が終わった時点で上水道に統合す

る前に、簡易水道に加入できるよう組合にお願いしています。 

 質疑：一般会計繰入金がかなり多いようですが。 

 答弁：企業会計に移行するため、資産評価システム導入で繰入金が増になっています。 

 質疑：簡易水道、上水道をのぞいた小規模の個人施設利用人数は何人ぐらいですか。 

 答弁：約１，５００人です。 

 質疑：企業会計に移行するとすべてを上水道で管理することになると大変になるのではないで

すか。 

 答弁：委託料が増えると思います。 

委員会の意見として、統合に対しては、令和５年度に企業会計に移行することを念頭に置き

統合の理解と協力が得られるよう努力すること。また、高齢化が進む中、小規模施設の維持管

理は、年々大変になると思われます。ぜひ入りたいとの話に対しては、前向きに対処して頂く

ことを要望します。 

審査を終了し討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

続いて、議案第１５号「令和２年度高千穂町下水道事業特別会計予算」の審査を行いました。 

 事業概要は、水洗化率９２．８８％、宅内排水設備完成率８６．１８％、管路延長４万１，

７５９メートルとなっています。歳入歳出予算総額２億１，３５５万円で、歳入は一般会計繰入
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金１億２，０７７万円、使用料７，６３４万１，０００円が主なものです。歳出は、総務管理費

４，８４６万９，０００円です。下水道費１，７３３万４，０００円は下水道施設におけるスト

ックマネジメント事業、下水道施設監視装置システム更新委託料、下水道施設新規繋ぎ込み接続

等の費用などです。公債費は、９，７０７万８，０００円です。施設管理費は、５，０６６万８，

０００円で下水道施設を管理運営するための薬品等消耗品、電力、水道、修繕、通信管理委託料

等の費用です。以上の説明を受け質疑に移りました。 

 質疑：下水道の配管繋ぎ込みは、現在何％ですか。 

 答弁：８６．１８％の接続率です。 

 質疑：新規繋ぎ込み事業の費用として２００万円計上してあるが、何軒ぐらいを考えているの

ですか。 

 答弁：場所にもよりますが、１０軒ぐらいを考えています。３１年度は、４軒ほどでした。 

 質疑：単独浄化槽設置の人で、風呂水や洗濯後の水を用水に流している人がいる、どこに相談

すればいいですか。 

 答弁：町民生活課か保健所に相談してください。 

委員会の意見として、今後も計画区域内の接続啓発を行うとともに、町民に環境保護やまちの

美化を意識づける啓発活動を推進していくことを要望します。 

審査を終了し討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

続いて、議案第２０号「令和２年度高千穂町水道事業会計予算」審査を行いました。事業概要

は、給水戸数３，２３３戸、給水人口５，９５１人、年間総給水量１２１万３，９２５立方メー

トルです。収益的収入の水道事業収益は１億７，６５１万４，０００円で、１億３，９４１万円

が給水収益、水道使用料となっています。給水収益の前年度比１０４万円の減は人口減によるも

のです。収益的支出は、水道事業費用１億７，５６３万４，０００円。原水及び浄水費３，

８０１万２，０００円。排水及び給水費４，４６２万２，０００円で、６８５万２，０００円の

増で、増額理由として宮尾野ポンプ室他施設電気計装保守点検、広域監視システム利用料、ポン

プ制御盤更新料が主なものです。総係費は、４，４８４万４，０００円、減価償却費は、３，

６２９万９，０００円です。営業外費用については、企業債利息の減により３３３万３，

０００円、特別損失は、昨年と同額の５０万１，０００円で計上されています。資本的収入は、

２，０００万４，０００円で企業債２，０００万円計上しており、増減はありません。企業債償

還金２６万５，０００円増となっています。 

説明後に委員から水道配水管の耐用年数や普及率、高齢化に伴う給水戸数、給水人口の減少な

ど様々な問題点に対処の意見が出ました。 

委員会の意見として、将来的にも配水管老化など設備費の増加が見込まれる、定期的に水道管
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配置状況の確認や耐用年数の調査をおこない、災害時に早急な対応措置がとれるよう体制の強化

構築を要望します。 

審査を終了し討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

議案第２２号「延岡市との定住自立圏形成協定の一部変更について」審査を行いました。今回

の変更は、平成２２年に締結した定住自立圏形成協定の一部を変更することについて、議会の議

決を求めるものです。 

変更内容は、定住自立圏構成市町村と連携する取り組みの分野の一部変更と、障がい者の支援

体制の構築の内容の一部の変更です。理由として、障がい児・者の支援体制については、これま

で「相談支援事業や療育支援」等を広域的に行い実施してきたが、相談支援事業については、現

在それぞれの市町村単位で単独で法人契約をしている状況です。そのため、「相談支援事業や療

育支援」という文言を限定的な表現から「支援体制」という包括的な表現に変更。また、国が令

和２年度までに市町村に実施を求めている基幹相談支援センター設置について、県北地域は延岡

市と西臼杵地域は別に設置する方向で検討することになり、そのための「甲の役割」「乙の役

割」を限定的な取り組み内容から、包括的な表現に変更するものです。審査を終了し質疑に移り

ました。 

質疑：延岡市がしていることを西臼杵地域でやるということですか。 

答弁：現在まだどこも設置していません。令和２年までに、国が設置することを求めているの

で、今回、高千穂でも設置するものです。 

質疑：障がいのある人からの相談が増えているのですか。 

答弁：町内で４００人弱の方から相談を受けています。 

質疑：障がいのある子ども達がそんなにいるということですか。 

答弁：疑いのある子も含まれています。 

委員会の意見として、障がいのある子ども達や保護者にとって、身近に相談できるセンター

ができることは、大変心強いと思います。専門家の方の力を借りるなど、様々な問題に対処し

ていただき、誰もが相談に行けるような施設の構築に取り組んで下さい。 

審査を終了し討論なく採決の結果、全員賛成で可決すべきものと決しました。 

以上、総務産業常任委員会に付託されました議案６件の審査報告といたします。 

 

〔 以上、報告書内容 〕 

 

○議長（工藤 博志議員）  これから、ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑あり

ませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第１号から議案第２２号の討論、採決を行います。 

 初めに、議案第１号、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条

例の整備に関する条例の制定についての討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２号、高千穂町附属機関設置条例の制定についての討論を行います。討論はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第１４号、令和２年度高千穂町簡易水道事業特別会計予算の討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１４号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１４号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い
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ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第１５号、令和２年度高千穂町下水道事業特別会計予算の討論を行います。討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１５号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１５号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２０号、令和２年度高千穂町水道事業会計予算の討論を行います。討論はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２０号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第２０号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第２２号、延岡市との定住自立圏形成協定の一部変更についての討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第２２号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 
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 よって、議案第２２号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第２２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第８．議案第３号 

日程第９．議案第４号 

日程第１０．議案第１３号 

日程第１１．議案第１６号 

日程第１２．議案第１７号 

日程第１３．議案第１８号 

日程第１４．議案第１９号 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第８、議案第３号から日程第１４、議案第１９号までの

７件を一括議題とします。 

 初めに、この議案７件について、文教厚生常任委員長の報告を求めます。 

 なお、報告はお手元に配付してあります委員長報告書にて報告といたします。 

 

〔 以下、本願和茂 文教厚生常任委員長 報告 （時間短縮のため書面配布による報告）〕 

 

 第１回高千穂町議会定例会、本会議２日目の３月６日に文教厚生常任委員会へ付託されました

議案７件について、審査を終了しましたので高千穂町議会会議規則第４１条の規定により、その

経過と結果を報告いたします。 

 ３月９日、中会議室において保健福祉総合センター所管、議案１６号 令和２年度西臼杵地域

介護認定審査会特別会計予算について、事務長、事務次長、担当係長出席のもと審査を行いまし

た。歳入・歳出それぞれ１２６１万円で前年度より３８９万円の増額となっています。増額の理

由は、介護認定審査会業務を臨時職員１名から正職員１名に変更することによる人件費増が主な

要因となっています。歳入の分担金及び負担金１２６１万円については、運営経費を西臼杵３町

で負担することとしていますが、職員が介護保険業務と兼務するため人件費の２分の１を本町の

負担とし、その額を除いた経費を西臼杵３町で均等負担することとなっています。本町が

６３３万円で３５１万円の増、日之影・五ヶ瀬町が３２万円の増額となっています。歳出では、

審査会費として５９８万円計上しており、審査委員１０名の委員報酬とパソコンシステム使用料
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が主なものです。事務局費６６２万円は職員１名分の人件費と消耗品等の費用となっているとの

説明を受け質疑にうつりました。 

 質疑；臨時職員から正職員へ変更となった理由は。 

 答弁：令和２年度から会計年度任用職員制度が始まるため、毎年公募による事務職員では重要

な事務に対応できないと判断し、介護保険係に１名増員し業務を行うこととしました。 

 質疑：昨年度の審査件数は。 

 答弁：高千穂町が５５２件、日之影町が１７８件、五ヶ瀬町が１９３件の合計９２３件です。

以上で質疑を終了しました。 

 委員会の意見として、高齢化率の上昇とともに審査件数は増加するものと思われる。介護保険

業務と兼務で対応する職員の体調管理には十分、配慮し、引き続き適正な審査会運営に努めてい

ただきたいと思います。 

 討論なく採決の結果、原案通り全員賛成で可決すべきものと決しました。 

 続いて議案第１７号 令和２年度高千穂町介護保険特別会計予算の審査に移りました。令和

２年２月１日時点の本町の６５歳以上の人口は５０２０人、高齢化率は４１．４％、介護認定者

数は、平成２５年度８５４人、３１年度７６４人、現在は７７０人と増加傾向に転じています。

在宅サービスの利用者は、約４５５人、施設利用者が１９０人と介護認定者の約８４％が何らか

のサービスを利用しています。介護認定率は、約１５％で６５歳から７４歳の前期高齢者では、

２．２％、７５歳以上の後期高齢者では２３％が介護認定を受けているとの説明を受け予算説明

に入りました。 

 保険事業勘定の歳入・歳出は、それぞれ１４億３３５４万円で前年度より３２０万円の減とな

っています。歳入の保険料は、第１号被保険者５０１３名分の２億３４１８万円で１４４９万円

の減額となっています。減額の要因は、昨年１０月より消費税増税に伴う軽減の強化によるもの

で、軽減額については、国・県・町が負担するものとなっています。国庫支出金は、３億

７３６９万円で３１７万円の減、支払基金交付金が３億４９９４万円で７９７万円の減、県支出

金が２億２９１万円で３９６万円の減となっています。それぞれの減額の要因は、保険給付費等

にかかる負担金を計上していますが、介護給付費が減となっているためです。繰入金は、２億

６８５６万円で２６０９万円の増となっており、低所得者の保険料軽減に伴う一般会計繰入金の

増、保険給付等に対しての一般会計基金からの繰入金となっています。 

 歳出の総務費が３６９０万円で、一般管理費１８６８万円、介護認定審査会費６３３万円、認

定調査等費７３８万円、第８期介護保険計画策定委員会費４４６万円が主なものです。保険給付

費が１２億２９１１万円で、居宅介護サービス給付費３億８千万円、地域密着型介護サービス給

付費１億１５００万円、施設介護サービス給付費５億５８００万円、居宅介護サービス計画給付
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費４８００万円、介護予防サービス給付費１７００万円、高額介護サービス費２９００万円、特

定入所者介護サービス費６８００万円が主なものです。 

 地域支援事業費は、１億３１３２万円でサロン・サテライト委託料、独居、高齢者訪問費用を

含む一般介護予防事業費３１３８万円、総合相談事業１５４０万円、権利擁護事業費１１９８万

円、訪問及び通所介護サービス事業費３３８０万円、介護予防ケアマネジメント事業費

１５２８万円、生活支援体制整備事業６８４万円、認知症総合支援事業９８５万円が主なもので

す。予備費が２９８９万円、諸支出金は６２８万円で介護サービス事業勘定繰出金５２８万円が

主なものです。 

 介護サービス事業勘定は、歳入・歳出それぞれ１１１１万円で前年度より２８万円の増額とな

っています。歳入の主なものは、サービス収入５５２万円と保険事業勘定からの繰入金５２８万

円です。サービス収入１０４万円の増は、要支援の方のケアプラン作成数の増加によるもので、

令和元年度６０名から令和２年度８０名の計上となっています。歳出は、職員１名分の人件費と

研修費を含む総務費７３９万円と、会計年度任用職員の報酬、パソコンシステム使用料を含む

サービス事業費３７１万円との説明を受け、質疑にうつりました。 

 質疑：第８期の介護保険事業計画策定費の詳細は。 

 答弁：３年ごとに見直すことになっており、来年度が見直しの年となっています。計画策定の

委託料として４００万円を計上しており、プロポーザル方式で業者を決めることになり

ます。 

 質疑：サロン・サテライト委託料３２２万円、見込みによる減の詳細は。 

 答弁：３８公民館を対象に２５ヶ所で、社協にサロンを委託しています。社協の正職２名体制

から正職１名、臨時職員１名体制となり人件費が下がるため委託料が下がっています。 

 質疑：生活支援コーディネーターの役割と人数は。 

 答弁：令和元年度は、人選していたが見つからなかった。来年度は、地域の課題、高齢者の生

活課題に応じて支援していただく、地域の中で核となる方の養成講座を立ち上げること

にしています。 

 以上で質疑を終了しました。 

委員会の意見として、平成２５年から減少していた介護認定者数が増加傾向に転じたことから

も介護サービスを利用する方は、今後、増加すると思われます。地域や生活課題に応じた支援事

業を、これまで以上に円滑に推進し、要支援・要介護者、高齢者の生きがいづくりに繋げていた

だきたいと思います。 

討論なく採決の結果、原案通り全員賛成で可決すべきものと決しました。 

次に議案１９号 令和２年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算について、事務長、担当
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係長出席のもと審査を行いました。病院事業収益は２１億６８９２万円で前年比５．１％の増と

なっています。医業収益が２０億５１１万円で、入院・外来収益が昨年より７３８１万円の増、

医業外収益は１億６３８０万円で負担金交付金が昨年より２３５５万円増加しているため、全体

で昨年より５．１％、１億６１６万円の増となっています。病院事業費用は２３億６８１５万円

で、前年比７％の増となっています。医業費用２２億２８４９万円の内、給与費が前年比

７５９３万円の増で１２億９６１４万円となっており、医師数の増加、定期昇給による増額分、

会計年度任用職員のボーナス分、約１５００万円によるものです。委託料も前年比３５６７万円

の増で２億４１８５万円となっており、医事・給食・清掃・警備の４部門で人件費が約２千万円

上がったことによるものです。資本的収入は１億３１１２万円、資本的支出は２億２５８７万円

で建設改良費６２２５万円、企業債償還金１億５４４２万円、修学資金貸付金９２０万円となっ

ています。資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額９４７５万円は、消費税資本的収

支調整額及び、過年度分損益勘定留保資金９４７５万円で補填されます。また、業務量の増加等

に伴い、病院事業の業務のため直接必要な経費に不足を生じた時は、経費の金額を流用できるも

のと定めており、議会の議決を経なければ流用することができない経費は、職員給与費１２億

９６１４万円、交際費１５０万円、訪問看護費の職員給与費３０９９万円としています。棚卸資

産の購入限度額は３億２５４９万円で、令和２年度に取得する重要な資産は、内視鏡システム

１１００万円、ＲＯ水製造装置８２５万円です。 

未収金の状況は、令和２年１月末時点で３５７件の８２５万２３８円となっています。令和元

年度より催告状を送付しても連絡のない滞納者については、民間の弁護士未収金回収業者への委

託を検討していましたが、準備ができなかったため、令和２年度より、着手金なしの成功報酬

３割の方法で回収にあたっていきたいとの説明を受け質疑にうつりました。 

質疑：医療費の滞納、未収金がなくならない原因は。 

答弁：個別に相談をして年金月に分割での支払い、家族等に支払いをお願いしているが滞るこ

とが多くなっている。生活保護受給者となっている場合は、回収が困難な状況となって

います。このような状況から今回、民間の弁護士未収金回収業者への委託を検討しまし

た。 

質疑：医師・薬剤師修学資金貸付対象範囲を拡充したが、どのように周知しているのか。 

答弁：医学部や薬学部に進学した情報を基に、こちらから修学資金制度の説明を実施していま

す。 

質疑：修学資金の返済猶予期間は。 

答弁：研修医の期間２年と、専門医の資格を取得するまでは、返還を猶予しています。 

質疑：会計年度任用職員になる人数と、人件費の増える額は。 
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答弁：令和元年度の臨時職員は５５名ですが、看護師等については、若干減らす方向で検討を

しています。全体で約１５００万円の人件費増となっており、令和３年度は、ボーナス

の率が上がるため約２４００万円増加すると試算しています。 

質疑：令和２年度の一般会計からの繰入限度額は。 

答弁：３億５８００万円で、令和２年度は、３億円の繰入となっています。キャッシュフロー

上、現金が１億１１８０万円減少し過去最低の資金残高３億４６１９万円となります。

一月の最大の支払い額は、２億６千万円となるため、このままでは病院経営は非常に厳

しい状況を迎えます。 

以上で、質疑を終了しました。 

委員会の意見として、説明にもあったように今後の病院経営は財政面や医師不足など課題が山

積しているため、厳しい経営を強いられると考えます。現在、西臼杵３町で公立病院の在り方に

ついて議論されているため、数年後には何らかの策を講じて経営が回復傾向に転じるものと考え

ていますが、いかにこの数年を上手く乗り切り中核病院として再スタートする土台を構築できる

かが重要かと思います。有利な起債や繰入金だけに頼るのではなく、医療の質が上がればおのず

と業績も上向きに変化すると審査の中で言われていたので、議会と執行、精一杯、知恵を出し合

って町民が安心して医療を受けられる環境を整備していきたいと思います。 

討論なく採決の結果、原案通り全員賛成で可決すべきものと決しました。 

次に、福祉保険課所管 議案４件について、課長、担当職員出席のもと審査を行いました。 

はじめに、議案３号 高千穂町国民健康保険税条例の一部改正について。 

改正の内容は、課税限度額の引き上げを行うもので、医療分の基礎課税限度額を６１万円から

６３万円に、介護給付分の課税限度額の合計を３万円増の９９万円とするものです。また、国保

保険税の軽減判定を行うための所得基準の算定に使用する、被保険者に乗ずる金額を５割軽減す

る場合、２８万円から２８万５千円に、２割軽減する場合、５１万円から５２万円に改め、低所

得者層の負担軽減が図られています。その他、継続可能な国保制度を確立するために、保険税負

担は負担能力に応じた公平なものが必要であり、被保険者の納付意欲を高める意味、制度事業の

円滑な運営を確保するための観点から、一定の限度額として課税限度額が設けられているという

こと。高齢化の進行や、医療費の高騰などによる医療給付費が増加する一方で、被保険者の所得

が充分に伸びていない状況の中、負担上限を引き上げないで保険税率だけで必要な保険料収入を

賄おうとすると、高所得者層の負担は変わらず、中間層の負担が伸びてしまうため、課税限度額

が設けられているという説明も受け質疑に移りました。 

質疑：課税限度額の上昇は、いつから続いているのか。 

答弁：平成２４年を除き、平成５年以降、毎年数万円ずつ上昇しています。 
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以上で質疑を終了しました。 

委員会の意見として、中間所得層に配慮はされているものの、町民からは国保税の納付が家計

を圧迫しているとよく耳にします。医療費を抑制しなければ、この状況は変わらないため、官民

一体となった医療費抑制に取り組む施策を、本町から県や国へ働き掛けていただきたいと思いま

す。 

討論なく採決の結果、原案通り全員賛成で可決すべきものと決しました。 

続いて議案４号 高千穂町国民健康保険条例の一部改正について 

改正の内容は、児童福祉法の規定に伴い、児童福祉施設に入所している児童、または小規模住

居型児童養育事業を行うものに委託されている児童、若しくは、里親に委託されている児童であ

って民法の規定による扶養義務者のいないものは、国民健康保険の被保険者としないという規定

を追加するものであると説明を受け質疑に移りました。 

質疑：この規定は新たにできたのか。 

答弁：以前からあった規定だが、高千穂町で対象となる事例がなかったため改正されていませ

んでした。 

質疑：対象となる児童がいたのか。 

答弁：本町には４名の里親さんがおり里子となる児童が８人います。そのうちの１人が、この

対象になる可能性が出たため条例改正となりました。 

質疑：本町の児童で保護者がいなくなった、里親も見つからない場合はどうなるのか。 

答弁：延岡の児童養護施設への入所になるかと思います。 

以上で質疑を終了しました。 

委員会の意見として、今回のような事例は珍しいかと思いますが、今後、対象となる児童の

成長をしっかり見届け、本町で健やかに成長できるようにできる限りの支援を行っていただき

たいと思います。 

討論なく採決の結果、原案通り全員賛成で可決すべきものと決しました。 

続いて議案１３号 令和２年度高千穂町国民健康保険特別会計予算について 

２月１日時点の国保加入世帯が、１９９７世帯で昨年より５２世帯の減、被保険者数が

３３８０人で１２７人減少しています。歳入・歳出は、それぞれ１９億２３１４万円で、昨年

比９２７万円の増となっています。歳入は、国民健康保険税３億６５３０万円、県負担金・補

助金１３億８８７２万円、他会計繰入金１億６８３０万円が主なものです。歳出は、人件費を

含む総務管理費３８５７万円、保険給付費１３億２５８５万円、国民健康保険事業費納付金

４億６７２６万円、保険事業費６８３４万円、予備費２千万円が主なものとなっています。増

加の要因は、保険給付費等の増であり、引き続き厳しい財政状況となるため制度改正の動向に
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注視しながら、令和２年度においても、医療費の抑制を図るため重症化予防などの保健予防活

動を積極的に推進し、健全な国保運営に努めるとの説明を受け質疑に移りました。 

質疑：退職被保険者とは、どのような方を指すのか。 

答弁：本町の被保険者で対象になる方は、現在いません。制度自体も平成２６年度でなくな

っているため、過去に社会保険の被保険者で会社等を退職し、国保の被保険者となっ

た方のことになります。 

質疑：第三者による損害賠償請求権の行使とは。 

答弁：交通事故や犬からの噛みつき被害等で加害者が発生した場合、保険の適用外となるが、

ひとまず、被害者が国保で支払った医療費について第三者から支払ってもらう内容の

ことになります。 

質疑：準備積立基金繰入金、前年比４９９９万円の減になっているが、準備積立基金の説明

と減額の要因は。 

答弁：一般会計の財政調整基金と同様のものになります。令和２年度は、県支出金が

６０７５万円の増となっているため基金からの繰入れをしていません。 

質疑：準備積立基金残高は。 

答弁：令和元年度に５２００万円、繰入れの予定としているので残高は１億円です。 

以上で質疑を終了しました。 

委員会の意見として、令和２年度の当初予算では、基金繰入れを行わないが、厳しい財政状

況に変わりはないため、医療費の抑制につながる保健予防活動を積極的に推進し、健全な国保

運営に努めていただきたいと思います。 

討論なく採決の結果、原案通り全員賛成で可決すべきものと決しました。 

続いて議案１８号 令和２年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算について。 

２月１日時点の被保険者数が２７９７人、昨年より２２人減少しています。歳入・歳出はそ

れぞれ１億９２６１万円で、昨年比１８１万円の増となっています。歳入は、後期高齢者医療

保険料１億２８５７万円、保険基盤安定繰入金５７３５万円が主なものです。歳出は、一般管

理費・健康診査費などの総務費５５８万円、後期高齢者医療広域連合納付金１億８６７２万円

が主なものとなっており、引き続き介護予防と連携しながら重症化予防などに取り組み、健全

な運営に取り組んでいきたいとの説明を受け質疑に移りました。 

質疑：県内で、広域連合に入っている自治体は。 

答弁：県と全市町村が広域連合に入っています。 

質疑：７５歳未満の後期高齢者医療被保険者が本町にいるのか。 

答弁：４０歳から障害等があれば被保険者となれるため、本町では１０人程度います。 
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質疑：保険料の滞納状況は。 

答弁：分割納付はしていただいているものの、高額滞納者が１名おられます。 

以上で質疑を終了しました。 

委員会の意見として、説明で言われた通り、引き続き介護予防と連携しながら重症化予防な

どに取り組み、医療費の抑制、健全な運営に取り組んでいただきたいと思います。 

討論なく採決の結果、原案通り全員賛成で可決すべきものと決しました。 

以上、文教厚生常任委員会に付託されました議案７件の審査報告といたします。 

令和２年３月１９日 文教厚生常任委員会委員長 本願和茂。 

 

〔 以上、報告書内容 〕 

 

○議長（工藤 博志議員）  これから、ただいまの委員長報告に対する質疑を行います。質疑あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  質疑なしと認めます。 

 次に、議案第３号から議案第１９号の討論、採決を行います。 

 初めに、議案第３号、高千穂町国民健康保険税条例の一部改正についての討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第３号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの

と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第３号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第４号、高千穂町国民健康保険条例の一部改正についての討論を行います。討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第４号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきもの
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と決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第４号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第１３号、令和２年度高千穂町国民健康保険特別会計予算の討論を行います。討

論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１３号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１３号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第１６号、令和２年度西臼杵地域介護認定審査会特別会計予算の討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１６号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１６号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第１７号、令和２年度高千穂町介護保険特別会計予算の討論を行います。討論は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 
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 これより採決を行います。議案第１７号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１７号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第１８号、令和２年度高千穂町後期高齢者医療特別会計予算の討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１８号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１８号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、議案第１９号、令和２年度高千穂町国民健康保険病院事業会計予算の討論を行います。

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。議案第１９号に対する委員長の報告は原案のとおり、可決すべきも

のと決した旨の、報告でありました。 

 よって、議案第１９号について、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、御起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、議案第１９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１５．発委第１号 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第１５、発委第１号、防災・減災・国土強靭化のための
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３か年緊急対策事業等の期間延長を求める意見書についてを議題とします。 

 この発委は、お手元に配付のとおり、議会運営委員長から提出されたものであります。 

  

〔 以下、意見書（案）（時間短縮のため議会事務局長による朗読を省略）〕 

 

防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策事業等の期間延長を求める意見書（案)。 

 近年、豪雨、高潮、暴風・波浪、地震等、気象の急激な変化に伴い我が国土は頻発化、激甚

化する自然災害にさらされている。 

 昨年１０月に上陸した台風１９号では、関東甲信地方を中心に記録的な大雨となり、各地で観

測記録を塗り替える激しい雨が広範囲に降り続き、河川堤防の決壊や越水による氾濫など極めて

深刻な被害をもたらしたことは記憶に新しく、本県においても、毎年のように発生する豪雨や河

川氾濫、土砂災害などから、また極めて大規模な被害が予想される南海トラフ巨大地震の発生か

ら、県民の生命や財産を最大限に守るために、高速道路のミッシングリンクの解消や４車線化等

による道路ネットワークの機能強化をはじめ、河川や海岸の堤防、港湾施設などの整備、さらに

避難所の設置や避難路の確保など、社会資本の整備が急務であると考える。 

 国においては、防災面あるいは国民経済・生活面を支える重要インフラ等の機能維持の観点か

ら、特に緊急に実施すべきハード・ソフト対策として、平成３０年１２月、防災・減災、国土強

靭化のための３か年緊急対策が取りまとめられたところであるが、これらの対策を着実に進める

ためには、十分な予算と時間を確保する必要がある。また、近年の激甚化する災害状況を鑑みた

とき、防災・減災、国土強靭化は、３か年緊急対策期間後も継続して取り組むべき事項であると

ともに、更なる対策の強化が求められる。 

 よって、国におかれては、地方公共団体が緊急対策期間後も計画的に事業を推進することの必

要性を踏まえ、防災・減災等の対策に必要となる予算・財源を安定的に確保し、防災・減災、国

土強靭化のための３か年緊急対策事業の期間延長並びに緊急防災・減災事業債制度を恒久化・拡

充されるよう強く要望する。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

 令和２年３月１９日、高千穂町議会。 

 

〔 以上、意見書（案） 内容 〕 

 

○議長（工藤 博志議員）  ここでお諮りします。発委第１号については、会議規則第３９条第

２項の規定により、提出者の趣旨説明及び質疑を省略したいと思いますが、これに御異議ありま
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せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。よって、発委第１号については、提出者の趣旨

説明、質疑を省略することに決定しました。 

 これから、発委第１号、防災・減災・国土強靭化のための３カ年緊急対策事業等の期間延長を

求める意見書についての討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  討論なしと認めます。 

 これより採決を行います。発委第１号について、原案のとおり決定することに賛成の方は、御

起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（工藤 博志議員）  起立、全員であります。 

 したがって、発委第１号は、原案のとおり可決されました。 

 なお、意見書の送付先につきましては、議長に一任させていただきます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１６．閉会中の継続調査の申し出について 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第１６、閉会中の継続調査の申し出についてを議題としま

す。 

 お手元に配布のとおり、議会運営委員会、公立病院の広域医療等に関する特別委員会、各委員

長から会議規則第７５条の規定に基づき、閉会中の継続調査申出書が議長に提出されています。 

 ここでお諮りします。申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（工藤 博志議員）  異議なしと認めます。 

 したがって、申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１７．議員派遣調査報告について 

○議長（工藤 博志議員）  次に、日程第１７、議員派遣調査報告についてを議題とします。 

 議会運営委員会行政調査について、報告を求めます。 

 なお、報告はお手元に配付してあります報告書にての報告といたします。 

 以上で、議員派遣調査報告を終わります。 

 ここで町長から挨拶があります。 

○町長（甲斐 宗之町長）  令和２年第１回高千穂町議会定例会の閉会にあたり、一言、お礼の御
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挨拶を申し上げます。 

 去る３月２日に開会いただきました本定例会につきましては、令和２年度の各会計当初予算、

条例改正、農業委員会委員の選任同意など、２３件の重要案件につき、１８日間にわたりまして

慎重かつ熱心に御審議をいただき、いずれの議案も原案どおりに御承認をいただき、まことにあ

りがとうございます。厚く御礼を申し上げます。 

 特に、一般会計当初予算案につきましては、特別委員会を設置いただいた上で、詳細に審査い

ただき、さまざまな御意見、御提言も頂戴したところでございます。新年度の効果的な予算執行

と事業展開につなげてまいりたいと存じます。 

 新年度予算案にもさまざま記念事業に係る経費を計上させていただきましたとおり、令和２年

度は本町が大正９年に町制を施行して以来、１００周年という節目の年でございます。新たに令

和の時代を迎え、さらに本町が未来に向けて飛躍する年にすべく、新たなことにも積極的に挑戦

をしていきたいと考えるところでございます。 

 しかし、御案内のとおり、現在世界的に感染拡大が進む新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、人の動きが制限され、本地域経済にも大きな影響が出ている状況でございます。さらに、本

町でも感染が確認されたこともあり、この状況がいつ終息するのかについて不安やさまざまな懸

念が続いております。 

 町といたしましては、県と連携し、積極的な情報発信・啓発活動に取り組み、これ以上の感染

拡大防止に向け、尽力をしてまいります。また、町民の皆様一丸となった取り組みが必要でござ

いますので、議員各位におかれましても、さらにともに感染拡大防止、最終的な終息という共通

する目標に向かって御協力を賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。一日も早い終息を

心から願いたいというふうに思います。 

 結びに、議員各位におかれましては、今後とも各種行事等で何かと御多忙であろうかと存じま

すけれども、くれぐれも健康管理には御留意の上、引き続き本町発展のため御尽力をいただき、

また御協力、御助言を賜りますようお願いを申し上げましてお礼の御挨拶とさせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（工藤 博志議員）  閉会にあたりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

 ３月２日から本日までの１８日間、議員各位におかれましては、熱心に御審議を賜り、また議

会議事運営に対しまして御協力をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

 今期定例会におきましては、令和２年度の予算審議や条例改正案など、提案された全議案が可

決され、今後の行政運営に対する要望も提言されたところであります。執行部の皆様におかれま

しては、この提言をおくみ取りいただき、可能なものから早急に反映していただくよう望むもの

であります。 
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 さて、甲斐町政２年目になるわけですが、人口減少問題等課題も山積し、財政状況も大変厳し

い中ではありますが、リーダーシップをとっていただき、明るく元気な活気あるまちづくりに取

り組んでいただきたいと思います。 

 結びに、コロナウイルス感染の早期終息と、平穏な生活が戻ることを切に願い、議員各位並び

に執行部ともに、さらなる町政発展に一層の御尽力をあわせてお願いを申し上げ、閉会の挨拶と

いたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（工藤 博志議員）  以上をもちまして、本日の日程は全て終了しました。 

 これで、令和２年第１回高千穂町議会定例会を閉会します。 

○事務局長（甲斐 順生事務局長）  御起立をお願いいたします。一同礼。 

〔起立・礼〕 

午後２時05分閉会 

────────────────────────────── 
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